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「
女
性
医
師
の
方

が
男
性
医
師
よ
り
患

者
の
死
亡
率
や
再
入

院
率
が
低
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」

と
、
２
０
１
６
年
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
）
に
掲
載
さ
れ

た
。
全
米
各
紙
で
話
題
と
な
り
、

翌
年
の
「
一
般
社
会
で
関
心
の
高

か
っ
た
論
文
」
ト
ッ
プ
１
０
０
の

３
位
に
選
ば
れ
て
い
る
▼
急
性
期

病
院
入
院
の
65
歳
以
上
、
４
年
間

お
よ
そ
１
３
０
万
人
分
の
デ
ー
タ

か
ら
算
出
。
有
意
差
の
理
由
と
し

て
、
女
性
医
師
の
方
が
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
遵
守
」「
患
者
と
の
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
専
門
家
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
行
う
率
が
高
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
も
あ
り
な

ん
、
で
あ
る
。
日
本
よ
り
女
性
医

師
数
の
割
合
の
高
い
国
は
少
な
く

な
い
が
、
医
療
レ
ベ
ル
が
低
い
と

の
話
は
聞
か
な
い
▼
「
医
師
の
働

き
方
改
革
」
で
は
、
女
性
医
師
の

出
産
、
子
育
て
時
期
の
休
職
や
時

間
短
縮
労
働
が
、
医
師
不
足
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
の
よ
う
に
取
り
扱
わ

れ
、
男
性
の
80
％
と
カ
ウ
ン
ト
す

る
だ
の
、
も
っ
と
低
い
だ
の
と
言

わ
れ
て
い
る
。
何
を
か
言
わ
ん

や
、
で
あ
る
。
仕
事
の
効
率
や
出

来
に
男
女
の
差
は
な
い
▼
後
輩
の

ヨ
ッ
ト
部
を
見
て
も
、
知
識
と
技

術
と
精
神
力
を
鍛
え
た
女
子
は
前

を
走
る
し
、
世
界
中
に
は
私
よ
り

知
力
、
体
力
、
気
力
が
上
回
る
女

性
は
星
の
数
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
。

大
排
気
量
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
は
目
を

引
く
が
、
う
る
さ
い
し
、
燃
費
も

悪
い
し
、
故
障
も
多
く
、
早
め
に

廃
車
に
な
り
が
ち
だ
。
男
性
優
位

は
時
代
遅
れ
の
価
値
観
だ
▼
自
分

の
主
治
医
は
女
性
医
師
に
…
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
十
分

な
休
息
で
体
調
を
整
え
て
、
冷
静

な
頭
、
普
段
通
り
の
技
術
、
そ
し

て
熱
い
心
で
、
協
同
し
て
チ
ー
ム

医
療
を
行
う
よ
う
望
む
。 

（
空
）

２０１８年(平成３０年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８９０号（１）

1890
2018年10月5日

事務局員紹介 ３面

審査対策部だより
医科では「高点数」個別指導が増加 ５面

台風21号の被害概況 ２面

（上）講師の指導のもと気管挿管の練習に取り組んだ　
（下）人形を使っての心肺蘇生の練習に取り組む参加者

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

プレ企画で救急フェスタを開催

詳しいプログラムは６面へ

「毎回
 とても勉強になる」

　

日
々
の
診
療
を
よ
り
良
い
も
の
に
―
―
。
協
会
が
毎
秋
行
っ
て
い

る
、
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
日
常
診
）。
分
科
会
や
医
・
歯
・
薬

の
交
流
企
画
を
通
し
て
、
日
常
診
療
で
の
経
験
、
工
夫
な
ど
を
交
流

す
る
機
会
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
開
催
に

あ
た
っ
て
の
西
山
裕
康
理
事
長
の
参
加
呼
び
か
け
を
掲
載
す
る
。

　

協
会
は
日
常
診
の
プ
レ
企
画

「
救
急
フ
ェ
ス
タ
・
心
肺
蘇
生
法

実
技
講
習
会
」
を
９
月
22
日
に
開

催
。
医
師
・
歯
科
医
師
や
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
な
ど
63
人
が
参
加
し
た
。

　

企
画
は
、
人
工
呼
吸
・
胸
骨
圧

迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
Ｂ
Ｌ
Ｓ

（Basic Life Support

）
講
習

と
、
気
管
挿
管
に
よ
る
気
道
確
保

講
習
（
医
師
・
歯
科
医
師
の
み
）

か
ら
な
る
。

　

Ｂ
Ｌ
Ｓ
は
、
県
下
各
医
療
機
関

か
ら
看
護
師
ら
９
人
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
下
で
２
〜
４
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
想
定
し
な
が
ら
実
技

に
取
り
組
ん
だ
。

　

気
管
挿
管
は
笹
生
病
院
副
院
長

の
大
井
利
彦
先
生
、
金
沢
病
院
副

院
長
の
高
田
耕
二
先
生
、
協
会
顧

問
の
広
川
恵
一
先
生
ら
が
講
師
を

務
め
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
実

技
中
心
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」「
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、

毎
回
と
て
も
勉
強
に
な
る
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

救
急
フ
ェ
ス
タ
は
、
日
常
診
当

日
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

理事長　西山裕康

診療での工夫を交流しよう診療での工夫を交流しよう
10月28日（日）は第27回日常診療経験交流会へ

「
あ
な
た
の
中
の
Ａ
Ｉ
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
」

　

協
会
の
秋
の
恒
例
行
事
、
第
27

回
目
と
な
る
日
常
診
療
経
験
交
流

会
（
日
常
診
）
を
、
10
月
28
日

（
日
）
に
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
の
Ａ
Ｉ

の
イ
メ
ー
ジ
は
？
〜
医
療
で
の
○マ

ル

と
×バ

ツ

〜
」
で
す
。

　

最
近
で
は
、
医
療
に
お
け
る
Ａ

Ｉ
の
導
入
が
一
部
で
始
ま
り
、
遠

隔
診
療
に
つ
い
て
は
保
険
収
載
も

一
部
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
、

必
ず
し
も
医
師
や
患
者
さ
ん
に
と

っ
て
良
い
点
ば
か
り
で
あ
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
が
将
来
、

私
た
ち
の
日
常
診
療
に
も
た
ら
す

マ
イ
ナ
ス
の
側
面
に
も
目
を
向
け

て
み
る
こ
と
が
、
い
ま
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い

て
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
報
告

と
問
題
提
起
を
い
た
だ
き
、
医
歯

薬
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

分
科
会
は
、
医
科
・
歯
科 

・

薬
科
各
領
域
か
ら
、
日
常
診
療
で

の
経
験
や
症
例
、
日
常
業
務
に
お

け
る
気
づ
き
や
創
意
工
夫
な
ど
多

彩
な
内
容
か
ら
な
り
、
計
26
演
題

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
部
会
員
作
品
展
「
あ
な
た

と
私
の
展
示
会
」、
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新
聞
コ
ー
ナ

ー
、
薬
膳
茶
試
飲
コ
ー
ナ
ー
、
医

療
関
連
業
者
に
よ
る
展
示
会
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
展
示
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
な

ど
、 

並
行
企
画
も
多
彩
で
す
。

　

今
年
も
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は

県
下
11
支
部
に
選
ん
で
い
た
だ
い

た
各
地
の
特
産
品
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

そ
れ
で
は
先
生
方
は
じ
め
、
ご

家
族
、
ス
タ
ッ
フ
お
揃
い
で
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

協
会
は
、
政
府
が
進
め
る

患
者
負
担
増
計
画
を
阻
止
す

る
た
め
に
、「
み
ん
な
で
ス

ト
ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」

署
名
と
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る

日
本
の
医
療
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
署

名
と
ク
イ
ズ
で
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
な
ど
の
患
者
負
担

増
に
反
対
す
る
世
論
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
先
生
方
の
ご

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

　

署
名
と
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の

見
本
は
９
月
末
に
お
届
け
し

て
い
る
。
ま
ず
先
生
方
と
そ

の
ご
家
族
、
医
療
機
関
ス
タ

ッ
フ
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　

署
名
・
ク
イ
ズ
の
追
加
の

ご
注
文
も
す
べ
て
無
料
で
承

っ
て
い
る
。

みんなでストップ！ 患者負担増

ご注文と参加申し込みは、☎078－393－1807まで

署名・クイズチラシ署名・クイズチラシ
 グッズをご注文下さい グッズをご注文下さい

医
療
機
関
で
ご
協
力
を
！

10月４日　 保険医協会の紹介と「みんなでス
トップ！ 患者負担増」署名

10月11日　保険でより良い歯科医療を
10月18日　患者負担増と国保問題

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

第27回日常診療経験交流会
会場　神戸市産業振興センター
日時　10月28日（日）10時～17時

901号会議室 904・905号
会議室

902・903・906号
会議室

開会セレモニー・あいさつ

あなたと私の展
示会／ポスター
セッション／医
院新聞／情報ネ
ットワーク／業
者展示／喫茶コ
ーナー／薬科部
企画（薬膳茶試
飲コーナー）／
特産品展示・引
換

分科会Ａ
分科会Ｂ

（昼食休憩） （昼食休憩）

分科会Ａ 分科会Ｂ

（休憩）

医科・歯科・薬
科交流企画 16：00

10：35

10：00
10：05

12：10

13：00

14：35

17：00

14：50

1001・1002号
レセプションルーム

救急フェスタ
CPR講習会
（90分）

秋の国会へ署名を提出しよう！
　集めていただいた署名は、以下の国会要請行動
で兵庫県選出の国会議員に提出する。

10月11日（木）「いのちまもる国民集会」にも参加
11月15日（木） 「みんなでストップ！ 患者署名」

中間交流集会
12月６日（木） 「みんなでストップ！ 患者署名」

提出集会
いずれも新神戸７時16分発のぞみ号乗車。19時頃帰神
現地集合・解散可。交通費・食費は協会規定費用を支給

◀
署
名
用
紙

▶
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
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第１８９０号 （２）２０１８年(平成３０年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
28
日

に
西
宮
市
内
で
第
37
回
支
部
総
会

と
市
民
公
開
記
念
講
演
会
を
開

催
。
医
療
関
係
者
、
市
民
な
ど
63

人
が
参
加
し
た
。
総
会
議
事
で
は

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告
と
18
年

度
活
動
方
針
案
を
、
全
会
一
致
で

承
認
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
立

命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
名
誉
館
長
の
安
斎
育
郎
先
生
が

「
安
斎
育
郎
の
ビ
ビ
ッ
と
き
た
話

　

う
た
が
う
心
―
科
学
の
眼
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
伊
賀
幹
二

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

安
斎
先
生
の
最
初
の
印
象
は
、

「
こ
の
人
本
当
に
78
歳
？
」。
聴

衆
と
の
受
け
答
え
、
返
答
の
速

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
９
月

15
日
、
大
阪
市
内
で
「
国
会
議
員

と
語
る
明
日
の
医
療
を
考
え
る　

地
域
別
診
療
報
酬
、
医
師
の
働
き

方
、
患
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
」

と
題
し
、
政
策
研
究
会
を
開
催
。

近
畿
２
府
４
県
の
協
会
か
ら
43
人

が
参
加
し
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
西

山
裕
康
理
事
長
、
武
村
義
人
・
加

藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
各
副
理
事
長

が
出
席
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
医
療
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
国

会
議
員
と
意
見
交
換
を
す
る
た
め

企
画
し
た
も
の
で
、
近
畿
に
議
席

が
あ
る
各
政
党
に
出
席
を
要
請

し
、
岸
本
周
平
衆
議
院
議
員
（
国

民
民
主
党
・
和
歌
山
１
区
選

出
）、
倉
林
明
子
参
議
院
議
員

（
日
本
共
産
党
・
京
都
選
挙
区
）

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
立
憲
民
主

党
の
尾
辻
か
な
子
・
山
本
和
嘉
子

両
衆
議
院
議
員
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
初
に
、
地
域
別
診
療
報
酬
、

医
師
の
働
き
方
改
革
、
患
者
負
担

の
あ
り
方
、
財
政
問
題
に
つ
い
て

各
協
会
が
話
題
提
供
し
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
、
西
山
理
事

長
が
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
、
加
藤
副
理
事
長
が
社
会
保
障

の
財
源
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

話
題
提
供
。
西
山
理
事
長
は
、
医

師
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た

め
に
は
低
医
療
費
政
策
を
改
め
、

医
師
と
診
療
報
酬
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
る
と
し
た

　

話
題
提
供
に
対
し
岸
本
議
員

は
、
社
会
保
障
財
源
に
つ
い
て
、

消
費
税
は
基
幹
税
と
し
て
重
要
だ

が
、
所
得
税
に
つ
い
て
も
高
所
得

者
の
税
率
を
引
き
上
げ
て
応
分
の

負
担
を
求
め
る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

倉
林
議
員
は
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
医
療

従
事
者
の
抜
本
的
な
増
員
、
診
療

報
酬
の
大
幅
な
増
加
が
必
要
と
い

う
考
え
に
は
全
面
的
に
賛
成
だ
と

し
た
。
患
者
負
担
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
３
割
負
担
で
さ
え
重
く
、

多
く
の
低
所
得
者
が
歯
科
を
受
診

で
き
て
い
な
い
と
し
て
、
引
き
下

げ
を
求
め
て
い
き
た
い
と
語
っ

た
。

　

そ
の
後
、
会
場
か
ら
、
医
療
費

の
大
部
分
は
高
額
の
機
械
や
薬
剤

費
に
使
わ
れ
て
お
り
、
医
師
・
歯

科
医
師
の
技
術
料
に
対
す
る
評
価

は
低
い
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
意
見

や
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を
規
制

し
税
逃
れ
を
し
て
い
る
大
企
業
へ

適
切
に
課
税
す
べ
き
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

さ
、
記
憶
力
な
ど
と
っ
て
も
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
た
。

　

か
つ
て
、
先
生
の
話
を
神
戸
の

大
き
な
会
場
で
お
聞
き
し
た
が
当

時
の
私
に
は
印
象
は
薄
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
、
参
加
者
60
名

く
ら
い
の
、
比
較
的
小
さ
な
と
こ

ろ
で
の
講
演
で
、
質
疑
応
答
に
時

間
を
さ
い
て
も
ら
い
、
双
方
向
性

の
講
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
う
思

（
調
べ
る
と
答
え
が
で
る
も
の
）

と
「
価
値
的
命
題
」（
調
べ
て
答

え
が
で
な
い
も
の
）
に
分
け
て
話

さ
れ
た
。
質
疑
応
答
な
ど
で
は
原

子
力
の
話
な
ど
も
客
観
的
な
デ
ー

タ
を
も
と
に
し
て
話
を
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
も
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
同
級
生

で
、
国
に
反
旗
を
翻
さ
な
か
っ
た

人
た
ち
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
所

長
や
原
子
力
関
係
の
ト
ッ
プ
に
立

っ
て
い
た
が
、
最
近
出
会
う
と
あ

ま
り
幸
せ
そ
う
で
は
か
っ
た
な

ど
。

　

憲
法
９
条
と
平
和
の
関
係
、
核

兵
器
に
つ
い
て
は
、
私
と
は
全
く

違
っ
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
問
題
を
価
値
的
命
題
と
位

置
づ
け
て
お
ら
れ
、
彼
が
な
ぜ
そ

う
思
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
理
解
で
き
た
し
、
反
対
意
見
に

つ
い
て
も
尊
重
さ
れ
て
い
た
の
は

す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
。

　

後
日
、
今
年
の
６
月
に
福
島
に

行
か
れ
た
時
の
（
震
災
後
50
回
以

上
行
か
れ
て
い
る
）
報
告
書
を
送

っ
て
い
た
だ
い
た
。
彼
は
、
知
的

好
奇
心
（
真
実
を
知
り
た
い
）
に

加
え
て
、
こ
の
大
災
害
を
客
観
的

に
デ
ー
タ
と
し
て
後
生
に
記
録
と

し
て
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

　

私
と
一
回
り
年
が
違
う
が
、
は

た
し
て
12
年
後
に
私
は
あ
の
よ
う

な
活
動
性
を
保
て
る
だ
ろ
う
か
？

保
つ
に
は
、
何
に
対
し
て
も
興
味

を
持
っ
て
、
現
場
で
の
活
動
を
続

け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
10
年
先
の

あ
る
べ
き
一
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
見
さ
せ
て
も
ら
い
、
爽
や
か
な

気
分
に
な
っ
た
。

 

【
西
宮
市　

伊
賀　

幹
二
】

「みんなでできる
 糖尿病性腎症重症化予防」
日　時　10月20日（土）14時30分～
会　場　協会５階会議室
講　師　 奈良県立医科大学地域医療

学講座教授　赤井靖宏先生

■神戸支部■第39回支部総会・記念講演

「外来における感染防止対策～実践編～」
日　時　10月20日（土）14時30分～
会　場　 三田市総合福祉保健センター
講　師　 済生会兵庫県病院感染管理

認定看護師　小川麻由美氏
参加費　1000円（受講証を発行）

■北摂・丹波支部■医療安全管理対策研修会

「認知症の診断・治療の新しい考え方
 ～明日から役立つ認知症のかんたん診断と治療～」
日　時　10月20日（土）14時30分～
会　場　加古川プラザホテル
講　師　 誠弘会池袋病院副院長 

脳神経外科部長　平川亘先生

■加古川・高砂支部■第37回支部総会・記念講演

「瀬戸大橋の島々の展望＆
 倉敷美観地区散策」
日　時　 11月４日（日）JR姫路駅

８時30分、JR相生駅９
時集合

参加費　１人8000円

■姫路・西播支部■バスツアー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

藤
岡　

武
司
先
生

加
古
川
市　

内
・
神
・
胃
・
循
・
放
科

７
月
29
日 

享
年
86
歳

鶴　

圭
一
郎
先
生

北
区　

皮
膚
科

７
月
31
日 

享
年
82
歳

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
は
10
日
、「
生
活
と

支
え
合
い
に
関
す
る
調
査
」
結
果

を
公
表
。
過
去
１
年
に
受
診
が
必

要
と
思
わ
れ
る
病
気
や
け
が
を
し

た
が
、
受
診
・
治
療
を
し
な
か
っ

た
人
が
７
・
１
％
存
在
し
、
最
も

多
い
理
由
は
「
時
間
が
な
い
」、

次
い
で
「
お
金
が
払
え
な
い
」。

◇
医
療
運
動
対
策　

沖
縄
県
知
事

選
挙
に
あ
た
っ
て
沖
縄
協
会
（
有

志
の
会
）
か
ら
の
募
金
と
人
的
支

援
の
要
請
に
対
し
、
①
保
険
医
新

聞
で
紹
介
し
、
賛
同
募
金
を
呼
び

か
け
る
、
②
役
員
と
事
務
局
を
派

遣
す
る
こ
と
、
が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
③
秋
の
大
型
宣
伝
に
つ
い

て
、「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！　

患
者
負
担
増
」
署
名
、
ラ
ジ
オ
関

西
出
演
、
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
企
画

案
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
関
西
学
院
大
学

災
害
復
興
研
究
所
の
長
岡
徹
所
長

が
、
自
民
党
の
災
害
対
策
と
「
国

家
緊
急
権
」
を
ず
さ
ん
と
批
判
し

て
い
る
こ
と
、
②
西
日
本
豪
雨
災

害
で
罹
災
し
た
被
害
住
宅
で
は
、

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
の

適
用
有
無
が
自
治
体
ご
と
に
な
さ

れ
る
不
合
理
に
よ
り
、
被
災
者
支

援
の
「
格
差
」
を
生
ん
で
い
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
西

日
本
豪
雨
災
害
で
お
見
舞
い
訪
問

し
た
愛
媛
協
会
等
か
ら
お
礼
状
が

届
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

グ
ル
ー
プ
保
険
の
制

度
変
更
に
つ
い
て
、
①
２
０
１
９

年
１
月
か
ら
平
均
20
％
程
度
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
②
配
当

金
計
算
、
送
金
に
要
す
る
事
務
手

数
料
を
12
％
か
ら
16
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
８
月
25
日
理
事
会
よ
り
）

感 想 文 西
宮
・
芦
屋
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

西
宮
・
芦
屋
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

科
学
者
の
視
点
で

平
和
問
題
な
ど
語
る

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク　

政
策
研
究
会

社
会
保
障
の
拡
充

 

野
党
の
共
通
政
策
に

近畿の各協会から話題提供がなされた

協会の損害保険に関する個別相談会を
ご利用ください　　　　　　　　　　

ス
プ
ー
ン
を
曲
げ
る
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
い
か
に

人
が
だ
ま
さ
れ
る
か
を
説
明
し
た
安
斎
先
生　
　
　

わ
せ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

最
初
に
マ
ジ
ッ

ク
で
人
を
だ
ま

し
、
洗
脳
す
る
こ

と
な
ど
を
面
白
く

聴
衆
に
語
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
日

頃
感
じ
て
い
る
こ

と
を
、
彼
の
言
う

「
科
学
的
命
題
」

　

９
月
４
日
に
西
日
本
を
縦
断
し

た
台
風
21
号
は
、「
非
常
に
強

い
」
勢
力
で
兵
庫
県
に
も
上
陸

し
、
神
戸
市
か
ら
阪
神
間
を
中
心

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

協
会
で
は
、
会
員
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
確
認
を
行
い
、
20
日
時
点

で
診
療
所
や
自
宅
で
１
１
６
件
の

被
害
報
告
を
受
け
た
。
現
在
、
順

次
会
員
へ
の
お
見
舞
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

被
害
状
況
と
し
て
は
、
突
風
に

よ
る
診
療
所
の
看
板
の
破
損
や
倒

壊
、
外
壁
の
損
壊
、
屋
根
瓦
が
飛

ぶ
、
屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
の
は
が

れ
や
雨
漏
り
、
大
雨
に
よ
る
浸
水

な
ど
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
阪
神
地
域
の
大
規
模
な
停
電

に
よ
り
、
53
医
療
機
関
が
最
大
で

４
日
間
の
診
療
停
止
と
な
っ
た
。

　

６
月
以
降
、
大
阪
北
部
地
震
、

西
日
本
豪
雨
災
害
、
台
風
な
ど
自

然
災
害
が
続
き
、
連
続
し
て
被
害

を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
も
増
え

て
い
る
。
そ
の
中
で
「
修
理
費
が

か
さ
む
」「
修
理
業
者
も
混
ん
で

お
り
す
ぐ
に
手
配
で
き
な
い
」

「
損
害
保
険
は
出
な
い
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
地
震
保
険
や
火
災
保

険
に
加
入
し
て
い
る
が
契
約
内
容

が
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
地
震
や

水
害
に
備
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
」
等
の
寄
せ
ら
れ
た
声
に

応
え
て
、
９
月
27
日
に
「
損
害
保

険
相
談
会
」
を
開
催
し
た
。
相
談

会
で
は
「
加
入
し
て

い
る
火
災
保
険
の
契

約
内
容
を
改
め
て
確

認
で
き
、
よ
く
分
か

っ
た
」
と
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
相

談
会
は
ご
希
望
に
合

わ
せ
て
随
時
開
催
で

き
る
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た

い
。

　

損
害
保
険
に
関
す

る
ご
相
談
は
、
☎
078

―
393
―
１
８
０
５
共

済
部
ま
で

台風21号で
 116医療機関に被害
要望に応えて損保相談会を開催
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兵　庫　県兵　庫　県
保険医協会保険医協会

①役職　②主な担当部門
③支部

事
務
局
長

事
務
局
長

研究、審査・指導、地
域医療、テレホンサー
ビス、病院・有床診、
勤務医、薬科
☎078－393－1803

研究・医療活動研究・医療活動
庶務、財政、設備管
理、保団連対応
☎078－393－1801

総　務総　務

組織､ 文化

☎078－393－1817

組　織組　織

社保・審査、指導対策、
医療活動、医療運動・
政策、組織、経営
☎078－393－1809

歯　科歯　科

保険医年金、休業保障
制度、グループ保険、
新グループ保険、DefL、
所得補償保険、職団扱
保険、損保代理店、税
務・経営、融資、医賠責
☎078－393－1805

共　済共　済

医療運動、政策、新
聞、反核・平和、環境
・公害、国際
☎078－393－1807

政策・運動・広報政策・運動・広報

①次長②庶務、OA・設備、
保団連近畿ブロック、災害
対策、渉外③北阪神

小お

川が
わ　

　

昭あ
き
ら

藤ふ
じ

田た　

誠せ
い

治じ

①次長②財政、収納管理、
OA・設備、女医の会③神
戸

難な
ん

波ば

登と

志し

子こ

②研究、審査・指導、病院
・有床診

都と

甲ご
う　

克か
つ

彦ひ
こ

②研究、審査・指導、地域
医療、テレホンサービス、
震災対策、情報ネット、
OA・設備③但馬

山や
ま

下し
た　

友と
も

宙ひ
ろ

①主幹②社保・審査、指導
対策、スタッフ対策③明石

本ほ
ん

田だ

由ゆ

美み

子こ

①次長②医療活動、組織・
経営、収納管理、政策③尼
崎、北摂・丹波

石い
し

本も
と　

紳し
ん

二じ

①次長②政策、反核・平和、
国際③明石、姫路・西播

平ひ
ら

田た　

雄た
け

大ひ
ろ

①主幹②医療運動、反核・
平和、社保協③神戸

角か
ど

屋や　

洋よ
う

光こ
う

②新聞、環境・公害③北摂
・丹波

三さ
ん

田だ　

晃あ
き

裕ひ
ろ

②組織、文化③北播

吉よ
し

永な
が　

大だ
い

輔す
け

②税務・経営、融資、グル
ープ保険、医賠責、院長夫
人の会③北阪神

有あ
り

本も
と

花か

野の

子こ

②組織、文化③北播

佐さ

さ々

木き

慶よ
し

博ひ
ろ

②新聞、環境・公害、情報
ネット、OA・設備③姫路
・西播

栗く
り

山や
ま　

晴は
る

樹き

①次長②組織、女医の会、
収納管理③神戸、加古川・
高砂

荒あ
ら

川か
わ　

尚な
お

子こ

②政策、女医の会③神戸

小こ

西に
し

さ
く
ら

①主幹②医療活動、医療運
動、政策、社保・審査、指導
対策、反核・平和③西宮・
芦屋

岡お
か

林ば
や
し　

信し
ん

一い
ち

②研究、審査・指導、情報
ネット、OA・設備③尼崎

境さ
か
い　

　

正ま
さ

俊と
し ②組織・経営、社保・審

査、指導対策、スタッフ対
策、収納管理③神戸

前ま
え

川か
わ　

　

蛍ほ
た
る

②研究、審査・指導、地域
医療、テレホンサービス、
病院・有床診、薬科③西宮
・芦屋

山や
ま

田だ　

友と
も

道の
り

①次長②研究、審査・指
導、地域医療、病院・有床
診、勤務医、薬科、震災対
策③神戸

楠
く
す
の
き　

真し
ん

次じ

郎ろ
う

②作業室

内う
ち

山や
ま

喜き

代よ

美み

①次長②収納管理、共済、
税務・経営③尼崎

長な
が

澤さ
わ　

明あ
き

彦ひ
こ

②グループ保険、新グルー
プ保険、職団扱保険、損保
代理店③淡路

足あ

立だ
ち　

俊と
し

彦ひ
こ

②組織③明石

中な
か

西に
し　

祥
し
ょ
う

子こ

②財政、収納管理③尼崎

湯ゆ

浅あ
さ　

史し

帆ほ

②作業室

山や
ま

根ね　

優ゆ
う

子こ

②休業保障制度、収納管理
③加古川・高砂

沖お
き

野の　

美み

樹き

①主幹②保険医年金、
DefL、年金融資、自主共
済懇話会、所得補償保険、
損保代理店、院長夫人の会
③西宮・芦屋

冲お
き

野の

奈な

穂ほ

子こ

①次長②共済、収納管理、
自主共済懇話会、情報ネッ
ト、OA・設備、損保代理
店③淡路、但馬

段だ
ん

林ば
や
し　

　

真ま
こ
と

　

協
会
事
務
に
携
わ
る

事
務
局
員
を
紹
介
し
ま

す
。
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
も

記
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
部
門
ご
と
の
相
談

や
お
問
い
合
わ
せ
等
に

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　循環器医師は実は、“非”循環器医が現場で困る心電図ポイントがわ
からないことが多い。彼らに「この心電図でなぜもっと早く呼ばないの
だ！」または「この心電図は急ぐ病態ではない！」と言われてもなぜか
理解できてないのだ。
　特に脚ブロックは臨床医泣かせ！　虚血が『無くても』ST上昇・低
下していてタチが悪いとしか言いようがない…。そこで「誰も教えてく
れなかった脚ブロックの虚血判断」を講義する。参加型セミナーで実際
の心電図を千本ノックのごとく読影しながら、脚ブロックの心電図判断
を受講中に完全に身につける。参加者は講義終了後に次の二つの能力を
手に入れる。
・能力１　隠れSTEMIハンター
　難しい脚ブロックで“隠れ”STEMIを判定しハンティング出来る。
・能力２　STEmimicハンター
　一見すると虚血変化に見えるが、実は違うmimic（擬態）STE（ST上
昇）を脚ブロックでも判断できる。 【増井　記】

日　時　10月13日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室

講　師　札幌東徳洲会病院　救急科　医師　増井 伸高先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

心電図ハンター 特別編
～脚ブロックで虚血判断～

第545回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

事務局員紹介事務局員紹介

日　時　10月14日（日）14時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　国立モンゴル医学・科学大学　客員教授　岡崎好秀先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会

②庶務、財政

平ひ
ら

井い　

裕ゆ
う

子こ



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

秋の共済制度普及 好評受付中！　　　お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

　

積立年金

個人年金保険料控除が使える個人
年金型と自在性の一般型

１. 割安掛金が満期まで上がりません
２. 最長75歳まで、730日の充実保障
３. 掛け捨てではありません
４. 弔慰・高度障害給付あり
５. 自宅療養、代診をおいても給付
６. うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７. 所得補償保険や医療保険、公的保険
　  制度の給付に関係なくお支払い

病気やケガによる休業の備えに、
協会が一番にお奨めします

自動車保険、火災保険の団体割引きをご利用ください。
医療保険、 ガン保険等もお問い合わせください。

医事紛争の備えは必須です

保険の見直しに効く！
ネット生保と比べてみてください

過去10年平均の配当率は
45％でした
■ 毎年高配当を維持
　過去24年連続配当！
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者も1000万円のセット加入
■ 加入者数5000人超
■ 医師による診査はなし
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額・減額できます
■ 最長75歳まで保障

・医院スタッフもご加入いただけます
・予定利率 1.289％（2017年度は計1.467％）

年金保険なのに自在性が魅力！

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用にお勧めします

● １口単位で解約・中断・再開が可能
● 事前に満期日の指定は不要（最長80歳まで）
● 受取方法は受給時に選択
　（10年15年定額、15年20年逓増型、または一括受取）
● 万一の時はご遺族に全額給付

予定利率1.259％
※2017年度は上乗せ配当と合わせて
　 配当率は1.356％でした

 「月払｣ 5,000円～・ 「一時払｣10万円～１億円

協会グループ保険の
上乗せ保障に！

掛金負担なしで先進医療
保険の加入OK （最高1000万円）
■ 最高保障額4000万円
　協会グループ保険と合わせて最高9000万円保障
■ 配偶者セット加入も最高1000万円
■ 掛金は協会グループ保険より
　10％低廉
■ こども加入特約あり（400万円）
■ 保険金の年金受け取りが可能
■ １年毎に剰余金が生じた場合、
　配当金あり

＋協会グループ保険
５０００万円

新グループ保険
４０００万円

最高保障額9000万円！

休業保障制度の上乗せ補償に！
医療機関のスタッフも加入OK

入院は１日目～、自宅療養は５日目～補償
再発の場合も含めて通算1000日まで補償
地震などの天災によるケガも補償

院内の事故による賠償費用、弁護士費用等の訴訟費用、応急手当の費用等

＋

ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル所得補償保険所得補償保険

医師賠償責任保険医師賠償責任保険

保険医年金保険医年金休業保障制度休業保障制度 グループ保険グループ保険 新新新グループグループ
保険保険

第１８９０号 （４）２０１８年(平成３０年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

職員のモチベーションを高めるために職員のモチベーションを高めるために

感
想
文

　

淡
路
支
部
は
８
月
25
日
、
洲
本

市
内
で
第
40
回
支
部
総
会
を
開

催
。
会
員
や
市
民
ら
20
人
が
参
加

し
、
２
０
１
７
年
度
活
動
ま
と
め

と
18
年
度
活
動
方
針
を
承
認
し

た
。
記
念
講
演
で
は
、「
笑
い
の

効
果
〜
医
療
現
場
に
笑
顔
を
届
け

る
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
と
は
」
と
題

し
、
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
協
会

事
務
局
次
長
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

熊
谷
恵
利
子
氏
が
講
演
し
た
。
富

本
康
仁
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

北
播
支
部
は
８
月
25
日
、
小
野

市
内
で
接
遇
研
修
会
を
開
催
。

「
ケ
ー
ス
で
学
ぶ
患
者
さ
ん
対
応

〜
接
遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
処
理

〜
」
を
テ
ー
マ
に
大
手
前
短
期
大

学
教
授
の
水
原
道
子
先
生
が
講
演

し
、
医
師
、
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ

ら
55
人
が
参
加
し
た
。
小
寺
澤
麻

衣
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

開
始
前
に
、
受
付
で
先
生
が
参

加
者
一
人
ひ
と
り
に
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

ま
る
で
友
人
の
家
に
招
か
れ
た
よ

う
な
心
持
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
す
で
に

こ
の
時
点
で
講
義
は
始
ま
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
先
生
は
自
己
紹
介
を

兼
ね
な
が
ら
聞
き
手
の
緊
張
を
ほ

ぐ
し
た
あ
と
、
講
義
と
二
人
一
組

で
の
実
習
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

　

ま
た
、
10
〜
20
分
の
講
義
に
20

分
の
実
習
を
組
み
合
わ
せ
る
時
間

配
分
で　

集
中
力
を
切
ら
さ
ず
に

お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
の
ま
と
め
で
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
医
療
の
接
遇

は
一
般
の
サ
ー
ビ
ス
と
異
な
り

「
安
心
」「
信
頼
」「
優
し
さ
」
が

必
要
で
あ
り
、
自
院
を
患
者
さ
ん

に
選
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、
一
番

初
め
に
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
ス

タ
ッ
フ
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

　

２
時
間
の
間
に
多
く
の
事
柄
を

教
え
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
第
二
弾
の
講
義

を
希
望
い
た
し
ま
す
。

 

【
三
木
市　

小
寺
澤
麻
衣
】

り
ま
し
た
。
受
付
で

患
者
さ
ん
に
対
応
を

す
る
と
き
に
い
か
に

緊
張
を
和
ら
げ
る
か

（
ま
る
で
講
演
の
前

に
受
付
で
先
生
が
な

さ
っ
た
よ
う
に
）
顔

の
表
情
、
声
の
ト
ー

ン
、
肩
の
位
置
、
丁

寧
語
、
謙
譲
語
、
尊

敬
語
の
使
い
分
け
等

を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
成
長
発
達
に
欠
か
せ

な
い
要
素
と
し
て
、「
遊
び
」
の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
病
児
に
対
し
て

医
療
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
の
あ
る

生
活
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

講
演
を
拝
聴
し
て
、
医
療
は
子

ど
も
ら
し
く
過
ご
せ
る
「
子
ど
も

時
間
」
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ

ニ
ク
ラ
ウ
ン
（
臨
床
道
化
師
）
は

遊
び
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
長
期
入
院
中
の
子
ど
も

す
。
こ
の
よ
う
な
小
児
医
療
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
療
育
環
境
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
楽
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
は
入

院
生
活
を
送
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
が
、
笑
顔
を
届
け
豊
か
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
と
い
う

素
晴
ら
し
い
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
小

児
科
外
来
で
も
何
ら
か
の
形
で
取

り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
淡
路
市　

富
本　

康
仁
】

　

尼
崎
支
部
は
７
月
21
日
、
尼
崎

商
工
会
議
所
に
て
、
第
47
回
支
部

総
会
を
開
催
し
、
会
員
や
市
民
ら

32
人
が
参
加
し
た
。
総
会
議
事
で

は
、
２
０
１
７
年
度
の
活
動
ま
と

め
と
18
年
度
の
活
動
方
針
を
承
認

し
た
。

　

記
念
企
画
で
は
、
市
民
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
第
１
０
０
回

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会
「
お
口

か
ら
考
え
る
健
康
の
は
な
し
〜
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
〜
」

を
開
催
。
わ
た
や
整
形
外
科
院
長

・
綿
谷
茂
樹
先
生
、
栄
養
相
談
室

は
み
ん
ぐ
の
管
理
栄
養
士
・
沖
本

恵
利
子
氏
、
村
内
歯
科
医
院
の
歯

科
衛
生
士
・
清
水
豊
子
氏
、
薬
局

リ
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
薬
剤
師

・
滝
本
桂
子
先
生
が
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
口
腔
ケ
ア
や
栄
養
と
健
康
、

フ
レ
イ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

最
初
に
綿
谷
先
生
が
、
フ
レ
イ

ル
の
概
論
に
つ
い
て
報
告
。
医
師

・
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士

の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
解
説
し

た
。
ま
た
医
師
の
立
場
か
ら
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ

ト
レ
）
に
つ
い
て
解
説
し
、
運
動

に
よ
り
筋
肉
量
を
減
ら
さ
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
し
た
。 

　

次
に
沖
本
氏
が
管
理
栄
養
士
の

立
場
か
ら
、
高
齢
者
の
食
生
活
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
高
齢
に
な
る

に
つ
れ
同
じ
も
の
ば
か
り
食
べ

る
、
偏
食
・
孤
食
と
言
っ
た
食
生

活
に
陥
り
や
す
く
、
そ
れ
が
低
栄

養
や
栄
養
の
偏
り
に
つ
な
が
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

続
い
て
清
水
氏
は
、
歯
科
衛
生

士
の
立
場
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
を
報
告
。
特
に
高
齢
者
は
誤
嚥

性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
に

も
触
れ
、
健
康
に
「
噛
む
こ
と
」

の
大
切
さ
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
滝
本
先
生
が
薬
剤
師
の

立
場
か
ら
発
言
。
生
薬
や
人
参
養

栄
湯
等
の
漢
方
薬
を
紹
介
し
た
。

ま
た
高
齢
者
は
薬
の
種
類
が
増

え
、
副
作
用
が
増
え
る
リ
ス
ク
も

あ
る
と
も
指
摘
し
た
。

に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
子
ど
も

時
間
」
を
届
け
、
成
長
発
達

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
医
師
や
看
護
師

は
子
ど
も
の
病
状
に
、
一
方

ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
は
子
ど
も

の
存
在
と
時
間
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
対
応
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

安
静
を
強
い
ら
れ
る
病
児

の
遊
び
の
現
状
は
、
外
来
、

入
院
病
室
、
家
庭
で
も
ス
マ

ホ
、YouTube

や
電
子
ゲ
ー

ム
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
れ

で
は
子
ど
も
の
不
安
感
や
孤

立
感
を
助
長
し
、
自
己
肯
定

感
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で

は
と
日
々
懸
念
し
て
い
ま

淡路支部　総会・記念講演淡路支部　総会・記念講演

豊かなコミュニケーション
実技交えて楽しく学ぶ

尼
崎
支
部　

第

尼
崎
支
部　

第
4747
回
支
部
総
会
・
記
念
企
画

回
支
部
総
会
・
記
念
企
画

医
・
歯
・
薬
・
栄
の
連
携
で

医
・
歯
・
薬
・
栄
の
連
携
で

寝
た
き
り
予
防

寝
た
き
り
予
防

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に
重
要

な
点
を
医
・
歯
・
薬
・
栄
養
士
の
面

か
ら
報
告
が
さ
れ
た　
　
　
　
　
　

体を動かして子どもに笑顔を届ける練習も行った

緊張せず患者さんに接するポイントを
水原先生が説明した　　　　　　　　

感 想 文 北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

「
安
心
」「
信
頼
」

「
や
さ
し
さ
」
学
ぶ

第５回　院長を夫にもつみなさまのための懇談会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　10月18日（木）15時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　桂労務社会保険総合事務所
　　　　社会保険労務士　桂好志郎先生
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デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
プ
ー
さ
ん
は
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
人
気
の
あ

る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
す
。
幼
い
こ
ろ
絵
本
を
読
ん
だ

人
た
ち
、
子
育
て
を
終
え
た
人
た

ち
、
今
、
子
育
て
を
し
て
い
る
人

た
ち
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
持
ち
の

人
た
ち
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
人

た
ち
へ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
実
写
化
し
た
「
プ
ー
と

大
人
に
な
っ
た
僕
」
の
映
画
を
紹

介
し
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
到
来
で
あ
る
。
ぜ
ひ

お
勧
め
し
た
い
展
覧
会
、「
プ
ラ

ド
美
術
館
展
」
を
紹
介
し
た
い
。

　

「
美
の
無
敵
艦
隊
、
神
戸
へ
」

開
設
さ
れ
た
、
世

界
屈
指
と
も
言
え

る
美
の
殿
堂
で
あ

る
。

　

今
回
の
展
覧
会

の
目
玉
は
、
副
題

に
も
あ
る
よ
う

に
、
ス
ペ
イ
ン
絵

と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
あ
る
よ

う
に
、
17
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
絵
画

の
傑
作
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
。
16
世

紀
「
太
陽
の
沈
ま
ぬ
国
」
と
し
て

栄
え
た
ス
ペ
イ
ン
王
国
も
17
世
紀

に
入
る
と
陰
り
を
見
せ
始
め
る
。

ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
宮
廷
画
家
と
し
て

仕
え
た
国
王
・
フ
ェ
リ
ペ
４
世

は
、
政
治
家
と
し
て
の
評
価
は
と

も
か
く
、
美
術
へ
の
貢
献
は
大
き

い
人
物
で
あ
り
、
私
た
ち
に
多
く

の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
残
し

て
く
れ
た
。

　

プ
ラ
ド
美
術
館
は
、
そ
れ
ら
の

歴
代
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
収
集
し
た

絵
画
を
中
心
に
、
１
８
１
９
年
に

画
の
黄
金
期
を
代
表
す
る
巨
匠
デ

ィ
エ
ゴ
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
で
あ
る
。

館
外
の
貸
し
出
し
が
き
び
し
く
制

限
さ
れ
た
作
品
が
、
今
回
７
点
も

展
示
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
さ
っ

そ
く
出
か
け
て
き
た
。

　

お
盆
休
み
の
間
だ
っ
た
の
で
、

さ
ぞ
か
し
混
雑
し
て
い
る
と
思
い

き
や
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
意
外

と
空
い
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
。

ま
だ
ま
だ
中
世
絵
画
の
認
知
度
は

低
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
い
う
画
家
、
や

は
り
た
だ
も
の
で
は
な
い
。
モ
ネ

が
「
画
家
中
の
画
家
」
と
た
た
え

た
よ
う
に
、
光
と
影
の
描
写
は
、

後
の
印
象
派
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
ポ
ス
タ
ー
に
も
な
っ
た
、

斬
新
な
構
図
の
《
王
太
子
バ
ル
タ

サ
ー
ル
・
カ
ル
ロ
ス
騎
馬
像
》
が

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
が
、
障
が
い

を
持
つ
少
年
を
描
い
た
《
バ
リ
ェ

ー
カ
ス
の
少
年
》
や
、
疲
れ
切
っ

た
表
情
の
軍
神
を
描
い
た
《
マ
ル

ス
》
な
ど
に
、
人
を
描
こ
う
と
し

た
画
家
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
フ
ェ
リ
ペ
４
世
が
自
分
の

肖
像
画
を
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
し
か
描

か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
分
か

る
気
が
す
る
。

　

ベ
ラ
ス
ケ
ス
以
外
に
も
、
テ
ィ

ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
ル
ー
ベ
ン
ス
な

ど
、
同
時
代
の
画
家
た
ち
の
優
れ

た
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
大

航
海
時
代
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
た
ス
ペ
イ
ン
王
家
の
栄
華
を

ゆ
っ
た
り
と
味
わ
え
る
展
覧
会
を

堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
兵
庫

県
立
美
術
館
に
て
10
月
14
日
ま

で
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
に
住
む
少
年

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
は
、

１
０
０
エ
ー
カ
ー
の
森
で
プ
ー
さ

ん
た
ち
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
私
立
学
校
に
転

校
す
る
こ
と
に
な
り
、
別
れ
際
、

プ
ー
さ
ん
た
ち
に
「
君
た
ち
の
こ

と
は
絶
対
に
忘
れ
な
い
」
と
約
束

し
ま
す
。
し
か
し
、
親
元
を
離
れ

た
学
校
で
の
教
育
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
勃
発
お
よ
び
出
兵
な
ど
を

経
て
、
い
つ
の
間
に
か
ク
リ
ス
ト

ト
フ
ァ
ー
は
旅
行
カ
バ
ン
の
製
造

会
社
で
営
業
責
任
者
と
な
り
ま
す

が
、
会
社
は
業
績
不
振
に
。
つ
い

に
は
労
働
者
の
２
割
を
削
減
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
態
に
陥
り
、
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
は
リ
ス
ト
ラ
担
当
に

任
命
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
頃
、
１
０
０
エ
ー
カ
ー
の

森
で
は
プ
ー
さ
ん
が
好
物
の
蜂
蜜

探
し
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
が
、

い
く
ら
探
し
て
も
蜂
の
巣
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ー

さ
ん
は
「
親
友
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
な
ら
そ
の
原
因
が
分
か
る
に
違

い
な
い
」
と
考
え
、
魔
法
の
扉
を

く
ぐ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
ロ
ン
ド
ン
は
、

森
暮
ら
し
に
慣
れ
た
プ
ー
さ
ん
に

と
っ
て
は
極
め
て
過
酷
な
場
所
で

公
園
の
ベ
ン
チ
で
休
む
こ
と
が
増

え
て
い
き
ま
す
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
は
リ
ス
ト
ラ
を
回
避
す
る

策
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
妙
案

は
何
一
つ
と
し
て
出
て
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
が

公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
た

と
こ
ろ
、
ど
こ
か
か
ら
自
分
の
名

前
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
ふ
と
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、

そ
こ
に
は
プ
ー
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
す
っ
か
り
大
人
に
な
っ

た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
と

プ
ー
さ
ん
が
や
り
と
り
す
る
姿

に
、
懐
か
し
さ
が
満
ち
溢
れ
て
き

ま
す
。

　

映
画
を
観
る
な
か
で
、
自
分
自

身
が
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
た

り
、
子
育
て
の
と
き
の
わ
が
子
の

成
長
を
振
り
返
っ
た
り
、
お
孫
さ

ん
の
笑
顔
が
浮
か
ん
だ
り
し
ま

す
。
そ
し
て
鑑
賞
後
、
二
度
と
戻

ら
な
い
大
切
な
子
育
て
の
日
々
、

家
族
の
微
笑
み
、
そ
し
て
未
来
に

つ
な
が
る
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

・
プ
ー
さ
ん
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。

　

現
代
の
歪
ん
だ
格
差
社
会
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
薄
れ

ゆ
く
家
族
の
団
ら
ん
が
か
け
が
え

の
な
い
愛
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
、
心
温
ま
る
作
品

へ
と
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
な
ら
、
ど
の
世
代
を
思
い
返
し

ま
す
か
？　

そ
し
て
歪
ん
だ
社
会

を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
も
ま
た
、
労

働
者
の
２
割
の
リ
ス
ト
ラ
方
針

に
、
一
人
も
リ
ス
ト
ラ
し
な
い

で
、
労
働
者
に
長
期
間
の
有
給
休

暇
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
社
内
の
幹
部
会
議
の
様

子
は
、
日
本
の
働
き
方
改
革
の
参

考
に
も
な
り
画
期
的
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
を

通
し
て
、
家
族
と
の
思
い
出
を
振

り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

さ
ら

に
は
、
働
き
方
の
妙
案
が
、
協
会

の
主
張
と
似
て
い
る
こ
と
に
納
得

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
】

 

（
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
）

プ
ー
と
大
人

に
な
っ
た
僕

白岩一心
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ⓒ2018 Disney 
Enterprises, Inc.

ⓒMuseo Nacional del 
Prado.　　　　　

フ
ァ
ー
は
少
年
の
心

と
想
像
力
を
失
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
ま
ま

仕
事
重
視
の
大
人
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

そ
れ
か
ら
数
十
年

が
経
過
し
、
ク
リ
ス

芸 術芸 術

紹 介紹 介
ArtArt

45

兵庫県立美術館プラド美術館展

ベラスケスと
　　　　絵画の栄光

須磨区・歯科　　加藤　擁一

2018年度個別指導・集団的個別指導等実施予定

医科では「高点数」個別指導が増加
　2018年度の指導等実施予定件数（表１）、および県下の診療科別平均点数と
集団的個別指導選定（実施）予定件数（表２）が明らかになった。協会が行っ
た近畿厚生局兵庫事務所への行政文書開示請求によるもの。
　今年度に予定されている個別指導は、医科病院が２件（昨年度６件）、医科
診療所が34件（同27件）、歯科が26件（同25件）。そのうち、選定理由が「高点
数」によるものが医科病院で０件（同２件）、医科診療所で22件（同13件）、歯
科で６件（同７件）予定されており、医科診療所で「高点数」によるものが増
加している。
　なお、「高点数」による選定基準は、集団的個別指導を受けた医療機関のう
ち、翌年度の実績においてもなお、高点数医療機関に該当するもの（上位４
％）が対象とされている。
　また、医科でも、今年度より６年に一度の保険医療機関指定更新時の集団指
導が初めて予定されており（歯科は今年度予定なし）、10～11月に県医師会主
催の社会保険医療懇談会（県下５会場）とあわせて実施される。

高点数理由の集団的個別指導は廃止を
　高点数医療機関を対象とした集団的個別指導は、今年度は８～９月に実施さ
れ、病院25件、医科診療所242件、歯科240件が対象となっている。
　集団的個別指導は、レセプト１件あたりの診療科別平均点数の1.2倍（医科
病院は1.1倍）を超え、かつ上位８％が対象とされている。レセプト枚数30枚
以下の医療機関や、前年度および前々年度に集団的個別指導か個別指導を受け
た医療機関は、対象から除外される。
　近畿厚生局兵庫事務所は、各医療機関から自院の平均点数について照会があ
れば回答するとしている（電話078－325－8925）。
　協会ではこれまで、高点数のみを理由とした個別指導や集団的個別指導の廃
止を厚生労働省や近畿厚生局に要請してきており、さらに訴えを強めていく。

適時調査は昨年並みの実施
　病院の施設基準調査（適時調査）は、今年度は118件と昨年度と同件数が予
定されている。適時調査は全国的にも実施件数が増加傾向にあり、協会への相
談も多数寄せられている。引き続き、今後の動向に注意が必要といえる。

個別指導・適時調査は協会へ相談を
　協会では、会員からの個別指導・適時調査の個別の相談に応じている。実施
通知が届いたら、ぜひご連絡いただきたい（電話078－393－1840）。

文化部　秋のウォーキング企画
意外と知らない？シンカイチで「見て」「食べて」「笑おう」

神戸新開地の名店・旧跡を訪ね神戸新開地の名店・旧跡を訪ね

寄席演芸場・喜楽館で落語鑑賞寄席演芸場・喜楽館で落語鑑賞

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

　新開地まちづくりNPOの西島さんに新開地商店街の「味」なお店や歴史
的見所の数々をガイドしていただきます。また７月にオープンした、上方
落語の定席「神戸新開地・喜楽館」で、寄席での生の落語をたっぷりとご
堪能あれ…。
日　時　11月11日（日）10時20分　新開地駅集合
コース　まち歩き→昼食→喜楽館（16時30分終了予定）
落語解説　桂　三ノ助氏（神戸市出身・在住の落語家／喜楽館館長補佐）
新開地ツアーガイド　西島　陽子氏（新開地まちづくりNPO／PRディレクター）
参加費　2000円（喜楽館　昼席料金／昼食代はフリータイムで個人負担）
定　員　30人（事前申込順）

2018年度 2017年度

医　

科

病　
　
　

院

集団指導
新規指定 0 0
指定更新 22 0
新規登録 370 360

集団的個別指導 25 26
新規個別指導 4 1

個別指導

情報提供 0 2
再指導 2 2
高点数 0 2
その他 0 0
合計 2 6

施設基準調査 118 118

診　

療　

所

集団指導
新規指定 120 120
指定更新 478 0

集団的個別指導 242 274
新規個別指導 95 106

個別指導

情報提供 2 3
再指導 10 11
高点数 22 13
その他 0 0
合計 34 27

歯　

科

集団指導
新規指定 55 80
指定更新 0 542
新規登録 30 20

集団的個別指導 240 240
新規個別指導 51 87

個別指導

情報提供 3 4
再指導 17 14
高点数 6 7
その他 0 0
合計 26 25

医療機関数 県下平均点 選定（実施）
予定件数　

病
院
（
３
区
分
）

一般病院 264 54,602 21

精神病院 31 39,193 1

臨床研修指定病院等 50 60,417 3

病院計 345 － 25

診
療
所
（
12
区
分
）

内科（人工透析有
以外（その他）） 1,276 1,256 65

内科（人工透析有
以外（在宅）） 615 1,478 49

内科（人工透析有） 99 8,567 8

精神・神経科 203 1,357 6

小児科 295 1,044 6

外科 349 1,400 28

整形外科 397 1,220 27

皮膚科 244 653 13

泌尿器科 90 1,480 4

産婦人科 171 978 8

眼科 387 861 21

耳鼻咽喉科 254 908 7

診療所計 4,380 － 242

歯　科 2,994 1,281 240

表１　2018年度指導等実施予定件数 表２　2018年度診療科別平均点数と集団
　　的個別指導選定（実施）予定件数
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１８９０号 （６）２０１８年(平成３０年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「「あなたのAIのイメージは？あなたのAIのイメージは？
 ～医療での ～医療での○○

マルマル

とと××
バツバツ

～～」」
10月28日（日）10時～17時
神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅から徒歩約７分）

医科・歯科・薬科交流企画 　14時50分～17時　９階901号会議室

　今回は医療へのAI/ICTの導入について、医師・歯科医師・薬剤師の各先生からの
ご報告を予定しています。

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

分
科
会
Ａ　

９
０
１
号
会
議
室

1 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 歯牙腫摘出後下顎第２小臼歯の萌出誘導を行った１例 10：05～10：20

2
広川　恵一 広川内科クリニック 医師

高血圧症通院患者100名の中断と継続通院について2009年から９年の経過に
見る健康管理の実際（第９報） 10：20～10：35

3 阪神淡路大震災・借り上げ復興住宅裁判の陳述書とフレイル基本チェックリ
ストから見た入居者の健康状態と課題 10：35～10：50

4 前田　晃英 野村医院 理学療法士 自宅での転倒が増え、家族の介護負担が増加した症例～新人セラピストの１
年間の関わり 10：50～11：05

5
伊賀　幹二 伊賀内科・循環器科 医師

初診患者における受診理由の重要性 11：10～11：25

6 検査キットの解釈 11：25～11：40

7
川村　雅之 かわむら歯科 歯科医師

施設基準を克服しよう①　意外と簡単な外後使届け出 11：40～11：55

8 施設基準を克服しよう②　施設基準の届出はちょっとしたコツ次第 11：55～12：10

9 畑　　世剛 薬局らくらくファーマーシー 薬剤師 宝塚市における薬薬連携の取り組み「宝つーかーの会」 13：00～13：15

10 琢磨　寛孝 えがおDe薬局宝塚店 薬剤師 高齢化社会における新たな服薬管理方法～服薬支援機を導入してみて 13：15～13：30

11 松枝　静紀 祥漢堂薬局　住吉店 薬剤師 「健康フェア」で出来たこと 13：30～13：45

12 森岡　芳雄 東神戸病院 医師 大気汚染の自主的調査活動の重要性について～兵庫県空気の汚れ調査2018を
終えて 13：50～14：05

13 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 呼吸器感染症について～在宅・施設で出来ること、出来ないこと 14：05～14：20

14 徐　　昌教 はなクリニック 医師 1943年世界最初の自閉症報告の再検討―自閉症の原因は水銀化合物― 14：20～14：35

分
科
会
Ｂ　
９
０
４
・
９
０
５
号
会
議
室

1 樫林　義雄 樫林歯科 歯科医師 心に残った人、心に残してくれた人 10：35～10：50

2 雨松真希人 K.D.A Laboratory 歯科技工士 歯科技工士の労働実態 10：50～11：05

3 山本　一郎 山本歯科医院矯正歯科クリニ
ック 歯科医師 口唇口蓋裂の治療と家族への対応 11：05～11：20

4 窪谷日奈子 あさぎり病院 医師 あさぎり病院におけるコミュニケーションロボの活用 11：25～11：40

5 柴田　麻紀 きたすま歯科 歯科医師 介護スタッフと連携して歯科治療を行った１症例 11：40～11：55

6 山之内哲治 山之内矯正歯科クリニック 歯科医師 Mindsってなに？ 11：55～12：10

7 吉田　真紀 だいとうクリニック 看護師 がん患者サロン活動の現状と課題 13：00～13：15

8 高田　　裕 たかたクリニック 医師 医療介護専用SNSを使った多職種連携 13：15～13：30

9 川村　一喜 かわむら歯科 歯科医師 小機能・口機能は案外算定しやすい 13：30～13：45

10 粟田　哲司 粟田医院 医師 エコー検査が診断に役立ったレミエール症候群の１例 13：50～14：05

11 谷口　紀善 谷口耳鼻咽喉科 医師 末梢性顔面神経麻痺（重症例）に対して茎乳突孔部にステロイドを局注した
例 14：05～14：20

12 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 ベンゾジアゼピン系薬剤の中止減量の取り組み 14：20～14：35

分科会プログラム  10時～14時35分、９階　※協会ホームページ http://hhk.jpに各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　ご参加お待ちしています!!参加費無料　ご参加お待ちしています!!

〈医科〉「支払基金改革と韓国の審査システム」 協会審査対策部　八木　秀満先生
〈歯科〉「CAD／CAM活用の現在」 須磨区・とも歯科医院　坂口　智計先生
 K.D.A Laboratory　歯科技工士　雨松　真希人氏
〈薬科〉 「健康サポート薬局における調剤業務の機械化とヘルスプロモーションの

取り組み」 一般社団大阪ファルマプラン理事長　廣田　憲威先生

救急フェスタ 　13時～14時30分　　　　　　　　　10階1001・1002号レセプションルーム
－あなたの大切な人を守るために－　CPR講習会（心肺蘇生法実技講習会）

展示コーナー 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

医院新聞、文化部会員作品展「あなたと私の展示会」、情報ネットワークコーナー、
薬科部企画（薬膳茶試飲コーナー）ほか

ポスターセッション 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

「耳鼻咽喉科領域の異物について」 （明石市・永本医院　永本浩先生）
「2018年武庫川流域で観た生きものアルバム」
 （西宮市・法西医院　法西浩先生）

※先着200名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰り
いただきます。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840 研究部まで
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JR「神戸」駅より徒歩約７分
【地上から】中央改札を出て右。ハウジングデザインセンター神戸
（HDC）の前を通り歩道橋へ。歩道橋で国道２号線を渡りプロメナ
神戸の入口手前を左折。階段を下りて国道２号線沿いの通りへ。国
道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。
【地下から】中央改札を出て右。エスカレーターでデュオこうべ地
下街へ。地下街をそのまま突き当たりまで進み左折。一番奥の階段
（浜の手出口番号28）またはエレベーターで地上へ（国道２号線沿
いの通りに出る）。国道に向き合い右手方向へ約100ｍ進む。

第27回日常診療経験交流会第27回日常診療経験交流会
会場地図


